
自ら判断し，自分の命を自分で守ることが
できる子どもの育成

～副読本の活用を中心にした防災教育の推進を通して～

１．本校の研究 ２．みやぎ防災教育副読本を活用した年間指導計画

【自助】 自分の身は自分で守る

【共助】 助け合い・共に生きる

【公助】 公の支援と備え

毎月１１日前後の
業前の時間に１０分
「防災の時間」

を設定しています。
副読本を活用しての
知識を身につける時
間です。防災ノート
に感想を書き，学び
を振り返られるよう
にしています。

「こうすれば…」
と自然に工夫する
こともできるよう
になりました。

仮設住宅の方や
地域の方・ＰＴＡ・関
係機関・大学との
連携により沢山の
体験を行うことが
できました。

３．防災の時間は知識重視 ４．教科の防災教育は体験重視

低・中・高学年に分け作成

合同避難訓練・研修逃げ地図作り 引渡し訓練

目指す子ども像

遊び場所からの避難 下校時の避難訓練

石巻市立鮎川小学校の防災教育！
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